
「県立粒子線医療センター」　　
施設見学とミニセミナー開催
普段見ることのできないバックヤードの見
学やがん治療専門病院の医師による講演、
個別相談を実施します 4月11日㊎、5月16
日㊎13時30分～15時（受け付け13時～）
同センター 各日60人（先着） 無料 前
日までに で同センターへ
0791-58-0100 0791-58-
2600

2025（令和7）年度　　　　　　
県立森林大学校入学生募集
小論文、数学（受験区分による）、面接による入学
試験を実施します。入学後は2年間、林業、木材産
業に関する幅広い知識と実践的な技術を学べま
す。伐木など、20種類の資格の取得も可能 高校
卒業程度以上の学力、25年4月1日現在40歳以下
の人 3月25日㊋ 同校 2,200円 3月17日
㊊までに所定の願書を で
同校〒671-4142宍粟市一
宮町能倉772-1へ 0790-
72-2700 0790-72-2701

イベント等は延期・中止
の場合がありますインフォメーション

申し込みは
こちら

西播磨ビジネスプランコンテストは、地域課題に取り組む人材を発掘・育成・支援することを目的に開催しています。ビジネス的手法で地域資源の活用や環境保全、防災、まちづくりなどに取り組みたいという思いを持つ人の挑戦を待っています。あなたのアイデアで西播磨を元気にしましょう。

地域ビジネスの種を育てよう

※来年度の事業は2025（令和7）年度の予算成立が前提のため、　事業内容を変更する場合があります

あなたのアイデアで西播磨を元気に

精白米から作る生米パンは健康的なグルテンフリー食
品。さらに、お米の消費拡大にもつながります。その魅
力を多くの人に伝えるお店の開業を目指します。
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ビーチクリーン活動で集めたプラス
チックごみをアップサイクル。アクセ
サリーを作成・販売し、環境問題に対
する意識を高めます。

県立大学附属高校
大林 想汰さん（左）
長濵 航大さん

空き店舗を活用して、夜に営業する
地場産品を使ったスイーツ店の開
業を目指します。学生をはじめ、地域
の人の居場所づくりにつなげたい
です。
関西福祉大学
小笹 双葉さん（左）
下里 悠乃さん

西播磨県民局地域振興課問 0791-58-05230791-58-2141

西播磨県民局では、人口減少や少子高齢化など、さまざまな地域課題を解決するためのアイデアを競う
ビジネスプランコンテストを実施しています。本年度もたくさんの応募があり、熱戦の末、最優秀賞が決まりました。

地域の現状を知るための体験ツ
アーを開催。参加者は西播磨地
域の商店街などを巡りました。

起業支援の専門家がオンラインで面談を実施。アドバイス
を受けてさらに磨きがかかったビジネスプランを審査し、ファ
イナリストを決定しました。

3　 専門家によるブラッシュアップ～2次審査

コンテストの流れ

出場者と商工団体、市町などの創業支援担当者、また、出
場者同士の交流の場としてビジネスマッチング（交流会）を
開催。積極的な意見交換がされました。

5　 大会終了後

古民家、特産品といった地域資源の活用や、子育て支援、
地域づくりなどをテーマにした、バラエティー豊かなビジネ
スプランが県内外から集まりました。

2　 応募～1次審査

1　 スタディーツアー

応募数：ローカルベンチャー部門24件、学生アイデア部門16件

14組による熱い思いのこもった
プレゼンテーションが披露され、
最優秀賞や特別賞などを決定。
本年度は、観客投票によるプレ
ゼンテーション賞もありました。

4　 決勝大会

ローカルベンチャー部門

学生アイデア部門

大学等
の部

中学・
高校等
の部

プレゼンテーション賞受賞
大阪ガス賞受賞

本年度の最優秀賞

精白米を使った生米パンの
食べられるお店

地場産品を
使用した赤穂初の
夜パフェ専門店
～SNS戦略で
　空き商店街の活性化へ～

アップサイクルで
意識改革
～海ゴミとボランティアで
　繋ぐ地域の輪～

第2回西播磨ビジネスプランコンテスト開催

つな

西播磨版の
問い合わせは

西播磨県民局総務企画室総務防災課へ
〒６７８‐１２０５ 上郡町光都２‐２５

困ったとき、まずは［さわやか県民相談］へ
　 0120-83-7830（携帯電話からは代表番号へ）
  【受付】平日（祝日等を除く）9時～17時30分

な や み  ゼロ

0791-58-2100　 0791-58-2328

西播磨県民局からの
相生市・たつの市・赤穂市・宍粟市・太子町・上郡町・佐用町

播
磨

2025（令和7）年
3月号

西播磨総合庁舎　 0791-58-2100
ホームページ 西播磨県民局


